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　大企業（株式上場企業）を対
象にした調査・研究において、日
本の企業はITをコスト削減・業務
効率化に役立つととらえているも
のの、商品力向上や顧客関係強
化には十分生かせていないことが
明らかになっています。
　そこで経済産業省では上場企
業に対し、経営戦略上にITを位
置づけ、売上向上等にITを戦略
的に活用している企業を選定し
「攻めのIT経営銘柄」として公表

していく予定です。
　中小企業の皆様に対しては、同
様の指標にて、業種や規模に応じ
た参考事例を共有する「「攻めの
IT経営」中小企業百選」を創設し
ました。
　ITは、ユーザー企業自らが、事
業戦略に即した有効な活用を企画
してこそ高い効果が得られます。4
月に発表される企業の事例を参考
に、経営革新への取り組みを進め
ていただければ幸いです。（談）

経済産業省　商務情報政策局
情報処理振興課長　野口聡氏

経営革新による「稼ぐ力」の向上を
役立つIT活用の参考事例を選出

3特集　節目の2015年・経営とIT ▶▶▶

「攻めのIT経営」中小企業百選

公式ウェブサイト
http://www.itc.or.jp/award/

そのために
ITを上手に使う！
そ

新規事業
開発

顧客との
関係強化

魅力的な
商品提供

　さらなる経営革新と競争力強化に向け、
「既存ビジネスの強化による利益の拡大」
や、「新事業への進出による新たな価値の創
出」を目指したＩＴ経営及びＩＴ利活用により
成果を実現している中小企業を評価する。
　選定数は今後3年間をめどに100社。今年
は20～30社が予定されている。順位づけよ
りも、業種や規模などに応じたベストプラク
ティスの選定が目的とされる。

今年度の応募は締め切られており、

　　 ・最終審査　3月上旬
　　 ・公　　表　4月頃 
を予定している。
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Ｔ
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介
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。
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Ｔ
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０
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冒
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取
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。
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Ｔ
経
営
」
中
小
企
業
百
選
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

昨
年
ま
で
実
施
し
て
き
た
顕
彰
事
業

「
中
小
企
業
Ｉ
Ｔ
経
営
力
大
賞
」
を
最

新
の
政
策
に
即
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
再

構
築
し
た
も
の
だ
。

　

商
務
情
報
政
策
局
情
報
処
理
振
興
課

長
の
野
口
聡
氏
は
、
意
図
を
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

　
「
地
域
を
支
え
る
の
は
中
小
企
業
の
皆

様
で
す
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中
小
企
業
が
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気
に
な
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た
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に
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営
革
新
が
必
要
で
あ
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Ｔ
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Ｔ
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Ｔ
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Ｔ
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。
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。
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Ｔ
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Ｔ
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。
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近
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。
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近
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融
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ザ
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Ｔ
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野
口
課
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は
こ
う
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を
込
め
る
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ー
ザ
ー
主
導
の
Ｉ
Ｔ
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用
の
振
興
へ
、

新
た
な
施
策
が
動
き
出
し
た
。

　

本
誌
２
０
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を
紹

介
し
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お
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、
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工
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日
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連
携

し
て
開
催
す
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デ
ー
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徹
底

活
用
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０
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。
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日
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が
発
行
し
た
小
冊
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（
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子
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で
即
は
じ
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ら
れ
る
デ
ー
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底
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を
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、
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Ｔ
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０
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３
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介
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京
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２
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松
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会
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さ
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。

　

こ
う
し
た
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ミ
ナ
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ぐ
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か
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し
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し
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。
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デ
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Ｔ
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施策、支援機関の活動＆地域密着型企業のIT活用

「稼ぐ力」を高める身近なIT活用
節目の2015年・経営とIT Part 3

「攻めのIT経営」中小企業百選を
担当している
経済産業省　情報処理振興課
地域業務係長　松崎浩太郎氏

日本商工会議所発行『パソコン
で即はじめられるデータ分析徹底
ガイド』（商工会議所ライブラリー
にて公開中）

日本商工会議所＆各地の商工会議所
「会社のデータ徹底活用セミナー」開催中
日本商工会議所＆各地の商工会議所
「会社のデータ徹底活用セミナー」開催中

〈今後の開催予定〉
・2月　2日 福岡商工会議所
・2月16日 札幌商工会議所
・2月19日 横須賀商工会議所
・3月　3日 福島商工会議所
・3月　4日 広島商工会議所
・3月　6日 神戸商工会議所
・3月10日 町田商工会議所
・3月18日 柏商工会議所

写真は、2014年12月12日
に東京商工会議所で開催さ
れたセミナーの様子。
講師はトゥモローズ堀明人氏

3月以降、さらに開催数が増える
見込みである。

今、企業に求められていることは？　「稼ぐ力」の向上

ここは得意。IT
活用も従来か
ら行われている

原　価 利　益

売　上

これを増やすこ
とは地域創生に
欠かせない

ホームページ、ブログ・SNS、顧客管理、顧客分析、
チラシ・DM、タブレット・スマホ、各種システム…
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